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1.はじめに 

平成28年9月関東・東北豪雨では常総市において

国直轄の一級河川・鬼怒川の堤防が決壊し、広域に

渡って浸水が発生した． 上記のような大規模河川

氾濫による近年の災害を教訓として，河川水位情報

や気象情報に基づいて，住民自身が避難判断するた

めのタイムラインが提案されている．具体的な施策

として，常総市において鬼怒川・小貝川下流域大規

模河川氾濫に関する減災対策協議会によるみんなで

タイムラインプロジェクトが行われており，逃げ遅

れゼロを目的としたマイ・タイムラインが提案され

ている1)．しかし，提案されているマイ・タイムラ

インの活用は上述の専門的な情報を自ら入手し，現

況や危険度を判断する必要がある．また，プロジェ

クトで行われたアンケート調査によれば，国土交通

省が防災意識の高い住民に対してマイタイムライン

作成に関する地域の水害リスク等を説明したにも関

わらず，きちんと理解できた住民が約4割に留まり，

理解できない，分からないと答えた住民が約1割も

いた．これらの結果から，マイ・タイムライン作成

及び，活用は専門知識のない一般住民にとってはハ

ードルが高いと考えられる． 

そこで本研究では、逃げ遅れゼロの実現のために，

専門知識がなくとも市町村からの避難情報に基づき，

全ての住民が具体的な避難行動計画をマイタイムラ

インとして作成する仕組みを提案することを目的と

する．そのため，本研究室において広域避難のため

の地区防災計画を策定するためのリスクコミュニケ

ーションを実施中の山梨県中央市リバーサイドタウ

ンを対象として，簡易な避難行動マイタイムライン

記述様式(避難行動マイタイムライン，以下，マイ

タイムラインと示す)を全戸に配布し，マイタイム

ラインが容易に作成されることを検証したので報告

する． 

 

2. マイタイムライン記述様式の提案 

現在、山梨県中央市リバーサイドタウンにおいて

全員避難するための地区防災計画の作成が行われた．

地区防災計画作成にあたって，避難行動要支援者の

避難支援後，一般住民全員が避難することを決定し，

住民が行う避難行動を地区防災計画に明記した．し

かし，地区防災計画に避難行動を明記するだけでは

行動に具体性がなく，住民全員が避難するとは限ら

ない．上述の課題に対応するためには住民全員が避

難行動をイメージし，自分が行う避難行動計画をま

とめる必要がある2)．そこで，全ての住民が具体的

に避難行動計画をマイタイムラインとして作成する

仕組みを提案した．マイタイムラインとは，各住民

が項目内容を具体的にイメージし，記入欄に記入す

ることによって，一人ひとりの避難行動を計画する

ツールである．また，各住民の役割に応じたマイタ

イムラインの作成を行うことにより，住民の「逃げ

遅れゼロ」，「広域避難」の実現が期待される．私

が提案するマイタイムライン記述様式は図-1である．

このように地区に応じた避難行動を記述様式の項目

として設定すれば，記述様式は容易に作成すること

ができる． 

  

3.一般住民を対象とした検証 

 本研究は，提案したマイタイムライン記述様式を

山梨県中央市リバーサイドタウンで全戸に配布し，

マイタイムラインが容易に作成されることを検証す

る．記述様式には住民の具体的な個人情報等を記入

してもらう必要があるため，個人情報保護の観点か

ら記述様式の回収は行わず，記述様式とは別途，回

収票を作成し，この回収票に検証に必要な情報を書

いてもらうこととした． 

 回収票の回収結果は表1に示す通り，配布世帯数

は599，回収完了世帯数は219であり，回収率は約

37.4%となった．図-2(a)に示す通り，回収票を用い

た調査の結果、マイタイムライン作成済みは80.3％

であったので，地区全体の約30％の住民がマイタイ

ムラインを作成済みであることがわかった． 

 

図-1 一般住民用マイタイムライン記述様式 
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図-2(b)に示す通り，マイタイムライン作成が容

易と回答した住民が7割を超える結果となった．図-

2(c)に示す通り，マイタイムライン作成が容易であ

ると答えた住民にその理由を尋ねたところ、「例が

あるためイメージしやすいから」等、記述様式の記

述の容易さや「以前から決めていた避難行動や準備

していたことを記入欄に記入するだけだから」等の

避難に対する事前の備えがあったことが多数を占め

た．つまり，マイタイムラインは避難に対する備え

がある住民にとっては、記述が容易であったという

結果であった． 

図-3(d)，(e)に示す通り，マイタイムライン作成

が容易ではない，未作成と答えた住民は，その理由

として「広域避難場所が分からない」，「備えがな

い」，等を挙げており，記述様式の欠点をその理由

としては挙げていなかった．すなわち，マイタイム

ライン作成が作成できない、あるいは容易に作成で

きないのは、準備不足や未検討といったそもそもの

防災意識の低さに起因していると判断できる． 

4.まとめ 

本研究で得られた結論は，以下の通りである． 

(1) 記述様式への記述は、避難に対する備えがあ

る住民にとっては容易であり，避難行動マイタイム

ラインが容易に作成されることを確認した． 

 (2) マイタイムラインの作成が容易ではないある

いは作成しなかった理由として記述様式の欠点は挙

げられていなかった。すなわち，マイタイムライン

作成が作成できない、あるいは容易に作成できない

のは、準備不足や未検討といったそもそもの防災意

識の低さに起因していると判断できる． 

これらの結果から，防災意識の高い住民は避難に

対する備えがあるため，提案した記述様式を用いる

ことによりマイタイムラインは容易に作成できるこ

とを検証できた． 

 

参考文献 

1) 鬼怒川・小貝川下流域大規模氾濫に関する減災 

対策協議会 :マイタイムライン検討の手引き，

2017.5 

2) 豊沢純子:災害イメージの具体性が防災行動  

意図に及ぼす影響-解釈レベル理論の視点からの

検討-，2011.1 

表-1 回収票の回収結果 

配布世帯数 599
回収完了世帯数 219

回収率 約37.4％  

作成済み

80.3%

未作成

19.3%

未記入

0.4%

 

容易

70.4%

容易ではない

27.4%

未記入

2.2%

 
   (a)作成の有無    (b)作成の容易さ  

 

例があるため，

イメージしやすい・

考えやすいから

30.4%

普段から考えており，

家族や近所の人と

話し合っているから

17.4%

以前から

決めていたこと，

準備していたことを

記入しただけだから

13.8%

家族と話し合って

作成したから

9.4%

理由なし

7.2%

説明・内容が

分かりやすいから4.3%

避難行動の手順が

分かりやすいから

3.6%

防災意識・

関心があるから

2.9%

最低限やることのみ

記入したから

2.9%
その他

5.6%

 
 (c)容易に作成できた要因 

図-2 回収票による検証結果 

 

 

 

 

 

 

 

(a)マイタイムライン作成有無 

広域避難場所が

分からないため

17.9%

今まで具体的に

避難行動を考えた

ことがなかったため

15.4%

何が必要か思い

浮かばなかったから

15.4%

避難行動を

決められていない

・未定の項目が

あったため

15.4%

何も準備ができ

ていないから

7.7%

その他

28.4%

 
(d)作成が難しい要因 

期限までに作成が

間に合わなかったから

14.6%

家族で話し合えて

いないから

14.6%

難しくてよく

わからなかったから

12.5%忙しく，

作成時間が

なかったから

10.4%

未記入

8.3%

既に避難行動を

決めているため

6.3%

準備不足のため

6.3%

その他

27.3%

 
(e)未作成の要因 

図-3 回収票による検証結果 
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